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土地に係る所有権等の移転等(変更)届出書

年　　　月　　　日　　　　
　　福井県知事　　様

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: MatchedText1]氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　
	法人にあっては、主たる事務所の所在地、名称および代表者の氏名



　福井県水源涵養地域保全条例第11条第1項(第4項)の規定により、次のとおり届け出ます。

1　契約当事者等に関する事項
	譲渡人等
	住所
	　

	
	氏名
	　

	
	連絡先(電話番号)
	　

	
	業種
	□不動産業　□林業　□その他(　　　　　　　　　)

	譲受人等
	□予定者あり
	住所
	　

	
	
	氏名
	　

	
	
	連絡先(電話番号)
	　

	
	
	業種
	□不動産業　□林業　□その他(　　　　　　　　　)

	
	□未定

	契約に係る権利の種別および内容
	(□所有権　□地上権　□地役権　□賃借権　□使用貸借による権利
(□期間　年　月　日まで)　□これらの取得目的の権利)の(□移転　□設定)

	契約締結予定年月日
	□予定あり(　　　　年　　月　　日)
□未定

	権利移転予定年月日
	□予定あり(　　　　年　　月　　日)
□未定


2　土地に関する事項
	土地の所在
	登記地目
	登記面積
	権利との対応関係

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	合計　　　　　筆
	実測面積　　　　　　　　m2
	登記面積　　　　　　　　m2

	土地の利用の現況
	　

	権利の移転または設定後における土地の利用目的
	□現在の土地の利用と同じ
□現在の土地の利用と異なる(　　　　　　　　　　　　　　　　　)
□未定

	権利の移転または設定後における管理予定者
	□予定者あり
	住所
	　

	
	
	氏名
	　

	
	
	連絡先(電話番号)
	　

	
	□未定
	　
	　


3　添付書類
　(1)　土地売買等の契約に係る土地の所在を明らかにする図面
　(2)　土地売買等の契約に係る土地について所有権等を有することを証する書類の写し
備考
　1　該当項目(□)にレ印を記入してください。
　2　「氏名」および「住所」の欄は、法人にあっては、その名称および代表者の氏名および主たる事務所の所在地を記載してください。
　3　「契約に係る権利の種別および内容」の欄において選択した権利で、期間が設定されているものについては、期間の項目にレ印を記入し、その期間の満了の日を記入してください。
　4　予約完結権や買戻権といった、所有権などを取得する目的の権利について契約する場合には、「所有権」などその目的となる権利の項目と「これらの取得目的の権利」の項目にレ印を記入してください。
　5　契約締結予定年月日と権利移転予定年月日が異なる場合には、「権利移転予定年月日」の欄に記入してください。
　6　「土地の所在」の欄は、届出に係る土地について市町名から記入してください。届出に係る土地が3筆を超えるときは、「外○筆(別紙記載)」と記載の上、別紙を添付してください。
　7　「権利との対応関係」の欄は、土地によって権利の種別および内容が異なる場合に、土地と権利の対応関係を記載してください。
　8　「実測面積」の欄は、実測を行っていない場合は空欄でもかまいません。
　9　「土地の利用の現況」の欄は、林業経営など具体的に記載してください。
　10　(　　　　)内には、内容を具体的に記載してください。
